
Lt, 

〇下の図のようなものを4まいあみます。
9----―あみおわり（まきどめ）入-y2だんあむ （ピンク）

32 I _＿―.---"＝ ； 1 ①②をくり力‘えす(24だん）

尻

ベスト
（メリヤスあみ）

(4まい）

R4だんあむ（みずいろ）

①2だんあむ （ピンク）

コムあみ（みずいろ）

｀二巳

さいりょう
なみぶと It ¥ •t ゃく

並太毛糸みすいろ～約 100g
ピンク

やく

～約 20g

(19ベージをみてください。） ＊とじるまえに、かだちをととのえて、スチーム

アイロンをかけると、うまくしあがります。

―̀J_ーゴムあみのあみはじめ
(19ベージをみてください。）

とじあわせる

製品については、万全の注意をはらって製造に当だって

いますが、万ーお気付の点がありましだら、各営業所又は

下記へ連絡ください。

＾宛先：〒124 東京都募飾区立石 7-9-10

株式会社トミー あ客様サーピス係

あ むあむ担当

TEL 03(693) 1031（大代表）

そでぐち

ヽミジ

北洒道営業所 〒060 札昂m市中央区北三条西3-1-44（札辰富士ピ）レ3F) 011(231) 7818 

仙台営業所〒980 仙台市大町 1-1 -10（第 2膏葉ピル9F) 0222(62) 4925 

北陸営業所〒920 金沢市片11!J1-1-34（金沢第一生命ピル 6F) 0762(22) 2275 

関東甲愕越営業所 〒124 東京都葛節区立石7-9-10 03(693) 1031 

撲浜営業所〒220 横浜市西区北幸町 2-9（横浜銀洋ピル2F) 045 (314) 5361 

名古屋営業所 〒461 名古屋市東区泉2-28-24（ヨコタピル2F) 052(931) 0683 

大阪営業所〒567 大阪府茨木市宮島 2-2 -35 0726(34) 4412 

広島営業所〒730 広島市東区光町2-6-34（広弘ピル3F) 082(263) 7221 

九州営業所 〒812 福岡市博多区博多駅東1-1-33（博多近代ピル2F) 092(471) 7661 
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ちいさなレデイのあでかけに
-• <•-1 999● 9 9999 _ 

バールのポタンとラメのふちカ

ざりがポイント。
いろ

リポンの色もあそろいでとってもあしゃれ••…•。

／ 
かわいいインテリア

びウォールポケット ・
ウサギのアップリケとポンポン

がとつてもガわいいでしよ／

レターラックや

こもの入れにもどうぞ。

カラフルなくみあわせがだのし

いクッション。おおきなポンポ

ンがポイントよ。

なガよしベット
いぬ

‘3933 • . ¥/犬のぬいぐるみ ・9~
・・ 大きな耳のダックスフンド。

士：し だぢ

お友達がみだら‘カワイイ、って

ほしがるかもね。

i751t999, .. [
｀

9.
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コ」ゎ

l
C
y

、

だし: ［、• 一ヒ
しましまシャノにホットバンツ

ゞt ヵーリーヘアがすてきでしょ？

． ＇ ぉへやにおいてかわいがつてね。

ー・
4
 

ぶひん なまえ

組みだてかだとそれぞれの部品の名前…••5
なまえ

ふぞくひんの名前とつかいかだ…………••6 
けいと

このあみきでつかえる毛糸のしゅるい… ••6
ただ お

密繹り正しい置きかだ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..7 
針の位置をあほえましょう…••..…•・・・・・・・・..7 

キャリジを動かしてみましょう…………••8 

キャリジがうまく動かせるようになつだら
けいと

毛糸をあんでみましょう・·…·・・・・・•……......g 

あみあわりのしまつをしましょう………••12

もようあみのあみかだ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •13

もようあみのいろいろ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •14

こんなときには・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •1 6 

け いとばり

絹針

＼ ハン
タッピ

も ＜
 

じ
うマ

キャリジが動かなくなつだとき…………••16
め

あみ目をほときだいとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •1 6 
め はり

あみ目が針からはすれだとき……………••17

うまくあめないときにちゅういすること……17
さくひん ほうほう

作品をつくるだめの方法…...………...…..・18 
さくひん かた

だのしい作品のつくり方・・・・・・・・・…..・・・・・・・・..20 

ニットキャップとマフラー…••…•・・・...……20
o _ 

ホンエット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....21 

ウォールポケット、クッション•••…………22

ポシェット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..23 

ベスト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..24 

ぶひん なまえ

組みだてガだとそれぞれの部品の名前＊

は1) なまえ

針のガだちと名前

：̀ラック

レール

せつ n,・、 , 

（バッケージ、説明書なとの写真ガ、商品と：：部巽なることがありますガ、ご了承ください。）
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なまえ

ふぞくひんの名前とつガいガだ

＠ふぞくひんはなくさないように小さなあき箱などに入れておきましょう。
けいとば')

（タッピ•うつし、おもり、毛糸針などは、幼児の手のとどガないところにあいてください。）

"a 

糸まき(2コ）

あみきの正しい置きガだ ・)

0あみきはテープルの上に正しく置いてつガいましょう。

おもり(2コ）
じ'’ょ 1

あみ地の両はしにかけます。

C: =⇒＿， 9 

け ＼ヽ と 1か） ぼん

毛糸針(1本）

いろ

きせつにより色がかわるこ

一
とがあります（なくな

うち けいと

つだらお家にある毛糸をつかつてください）

よう

れんしゅう用
なみふとけ＼ヽと

並太毛糸(25g) 

二
タッピ・うつし（澤）

あみ目をなあしだり、うつしたりするときにつガいます。

゜
-— 歴-- -―-

図

ぱり ＼ヽt; まい

針だし板(2枚）
はり 、• ち

針の位置をそろえだり、もようあみのときにつかいます。

゜

ヽ
ばう

テンション棒
1• Itう

テンションを立てる棒です。

テンション
It いと

毛糸をこれにとあしてつかいます。

けいと

このあみきでつガえる毛糸のしゅるい

このぶぶIvをテープル
上

のふちより制こだします。

ここをテープルの__ 

ふちにおしつけ

ます。

＊キャリジは両はしガらはすれるようになつています。
おと 一

すべらせて落さないようにしましょう。二二］

し・

キャリジを入れるときは

キャリジのこのぶぶんを
且
即とうしろのレールの

‘̀ あいだに入れましょう。

＊キャリジのうらがわは、さわらないでください。

はり

針の位置をおほえましょう

①

②

③

 

ち1いはン いン

①中細糸・
め

……目はゆるめですが、かるくあめます。
ぁ＼ヽ ”1:: ¥ヽレ

② 合太糸………きれいにかるくあめます。
なみ、，、といレ

③並太糸
ヽ

•……·目がいちばんきれいにあめます。

ごくぷといと

＊極太糸はむりですのでつかわないでください。

|

r

、

0あみきの両はしには、 3つの位置が書いてありますガ、これは針をそろえる位置です。

それぞれの位置のはたらきをあぼえて、針はいつもきちんとそろえてあきましょう。

く やすむ位•*l…こ 1が）

し 、ち,.;,

の位置にそろえだ針は、キャリジを動ガしてもあめません。
いふ ぅマ いら 1が） あいだ

＜ ぁむ位●…•••キャリジを動かすと糸があまれる位置です。針のミゾの間1こまるいしるしがつい
いち は＇） いち

ていますので、あむ位置1こ針をそろえるときは、この位置にそろえてください。

~ ； 

は『9 廷

…………… •• t .（まちがつて、、もようあみの位置 ”1こだしてしまつだ針を元へもとすときは、このI 
位置にもとします。）

いち いら はり

•••• •もようあみ（ひきあげあみ）をするときに、針だし板でこの位置に針をだし
てあみます。

6
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キャリジを動ガしてみましょう

⑳あみはじめる前こキャリジを動ガすれんしゅうをしてみましょう。

も

キャリジの持ち力では••…·
す

図のように、ハンドルのすこしはしの
ら

まがつだところを持ちましょう。 ＼
した

そして、下にあさえつけるようにして、

しつかりにぎります。

カウンターについて

は,, いち

〇ぜ加ぷの針を‘＼やすむ位置”1こそろえてから、キャ
うご

リジをはしからはしまでなんガいも動かしてみま

しよう。
ぅェ

キャリジは、上からあさえつけるようにして、は
うこ

しからはずれないようにゆつくりと動かします。
なか

まん中のところですこしひつかガるところがあり
うこ

ますがそのまま、おもいきって動かしてください。
うこ

なめらかに動かせるようになつだら、キャリジを
'，/:'I 

左はしでとめます。

なか

キャリジがあみきのまん中をとぉりすぎる

ときにカウンターのダイアルが動＜ように

なっています。
か＼，ー・， -

キャリジを一回動かすと、ダイアルが
，， うこ

1目もりすつ動きます。
たIし

あみはじめに‘'0”にあわせるとなん段あん

だガがすく尤）かります。

はI) If人 い ち

＠針を15本だけ‘＼もようあみの位置'4こだしましよう。
はり いたつか な か ば ‘J

針だし板を使って、なるべくまん中の針をだして

ください。

み ぎ うこ ほ ん は ')

＠キャリジを右へ動かします。 15本の針をとありす
ひ'"'

ぎたら左へもとします＾
はり し》ら

針は＇＇あむ位置 '/1こそろいまし尼ね。

つづけてなんかいガキャリジを動かしてみましょ

う。
い ち は＇） とお

キャリジが‘‘あむ位置”の針を通りすぎるとカチ
おと

ツという音がしますね。
おと

その音をだしかめてガらもどしましょう。

ほん だ

15本出します。

-ち

あむ位置にそろいましだね。

か＼・ぅ：：：

女あみきでは、キャリジを1回動ガすごとに、
だ人

1段とかぞえます。
だ人 か＼・

＊カウンターは30段で1回まわります。

゜
あみはじめはAにダイアルの

‘‘0”をあわせます。

゜
1だんあむごとに1目もりずつ

動きます。

古キャリジがうまく動ガせるようになつだら、毛糸をあんでみましょう。

けいと (t ¥ •と たま It, • と

毛糸をまくまえに、毛糸の玉から、毛糸をかごガ、
は..:

あき箱などにほく・していれておきます。

けいと いと

“毛糸を糸まきにまきましょう 逗凡

し，レ

糸まきを、キャリジの
,｝ と

糸まきあな1こさしこみます。

ちゅうい
いち はり

合あむ位置こだしだ針のとちゅうで、キャリジ

をもとすことはできません。

はI)

＊針のフックは、とがつていてあぶないです
董

ガら、気をつけてください。

‘̀ ‘ ‘ あぶない！！

はり

女あみあわつだら、針はかならず‘'やすむ位

置”にもとします。

てすこしすつ、

かだよってま

をこのつめに

ひつかけます。

し9と

糸まきレバーを
ベ' IIうこう

矢じるしの方向

にまわします。

8
 ，

 



毛糸をテンションと糸口にとおします

0毛糸をテンションとキャリジの糸□1こ図のようにとおします。

合糸をとあすまえに、キャリジは＇＇あむ位置“に出しだ

15本の針の左はしにおいてください。

(1)糸まきはテンション棒の両わきの穴1こ

さしこみます。

(2)テンションにとおすときは、0@@0c
のじゅ刷ことあします。

(3)さいごのキャリジの糸口(cのところ）には

下の図のようにして入れます。

9 9レ 't ¥、,_ かに

糸□への糸のとあし方

いと

＊とあしだ糸はそのまま手で持つていてください。

し9

こちらがわに糸を

とあすこともできます。

あみはじめの目をつくりましょう

I い~ ＼・と ＼、 と ：ち した

0あむはば(15本）のやく1.5ばいの糸を糸□下ガ

らひきだします。

した け＼，と て

0キャリジの下の毛糸を手でもつだまま、キャ
.）1：り みきう -

リジを左から右へ動かします。

¥ •と

この糸はピンとはつていること。

だるんでいると、うまくあめません。

｛ 
ほ人 は＇） いち

15本の針が‘'あむ位置”
にそろつていますね。

し・と f • 

1.5ばいの糸を出しましよう

切あみはじめに1.5ばいのこしだ圭桑を
It ¥ •と 1が 1 した ず ，'が1

毛糸針にとあして、下の図のように左
は＂ あな

のくし歯の穴からとあしていき、あみ
）ヽ

はじめの自をつくります。

2
と

ば けいと 9か）

①はじめに、くし歯の1のあなに毛糸針

を上からさしてとあし、だるみのない

ょうにひきます。

＠つぎに2.3.4. とおなじようにくりか

えして、 15までとおします。
けいと き

Rのこつだ毛糸は10cmほとのこして切り
した

下1こだらしてあきます。
はIJ

＊あみはじめの目をつくりあわつだら針をヽぁむ位置”にきちんとそろえましよう。

あみはじめましょう

桑がだるんでいるときは、ここを

和こひいてピンとさせます。
は人 はり ＼ヽと

¥?15本の針に糸がガガります。

＂カウンターを 0にあわせてください。

＂キャリジをゆつくり、おなじはやさ

で動かしましよう。

頭（かだ道が1［釘こなります。）

あんでください。
うこ

-*キャリジをはしまで動力しすぎると
いと

はしの糸がだるむことがあります。

動かしすぎないように、ゆつくりあ

みましょう。

＂りょうはしにあもりをかけましょう。

あみはじめたら、あもりはときどき
うえ

上にかけなおしましょう。
けいと

もし、あんでいる毛糸がなくなりそ
＼ ` とし•と

うになつだら、かわりの糸を糸まき
いと

にまいてから、糸のはしをつないで

あみつづけます。

だん

＂そのまま 30段くらいあみましょう。
”が

キャリジが左がわにきだところで

あむのをやめてください。

ゞ~ - - し
It いと

くしばのところを毛糸にさしてぶらさげます。
さき さ

くしばの先に気をつけて

だん

0段くらい

10 1 1 



あみおわりのしまつをしましょう。 もようあみのあみガだ
It I• とば I)

0あみ地をそのまま針からはすすと、あみ目がほどけてしまいますのでふぞくの毛糸針を
ほうほう

つかつて、’'まきとめ”という方法でとめます。

ほう Iiう

まきとめの方法

いと

0あみあわりの糸をあんだは

ばのやく 3ばいのこしてハ． 
サミで切ります。その3ば

しiと け S・と 1i 9) 

いのこしだ糸を毛糸針に

とあします。

＼ゞ
3ばいのこして
さ

切ります。

2
 

,.,,,て ぢすこ ひ I’

左手であみ地を少し引き出して、,.,~, ，， けいと 1か）

左はしの1の目に毛糸針をとあします

n 、)

2の目から1の目にとあします。

ー

，，，，  
つぎに3の目から2の目にとおします。

いと ，， 
このように糸をまきながら2目ずつ、

いっしょにとおしていきます。

4
 

坦 9 ¥,':: 

とおし終つだら、糸はしを10cmほど
き

のこして切りましょう。

9,

．, 

,' i t'’ 
0針ガらあみ地をはすします。

おもりをはすして

からあみ地のはし

を持って、ひつば
うえ

りながら、上へめく

りあげると、あみ
I i'’ 

地は針からはすれ

ます。

8
 

まきどめをせずにあみきから
ぢ

あみ地をはずしだいときは、
いとぐち いと

キャリジの糸口から糸をはす

して、そのまま、キャリジを
かいう―

1回動かすときれいにはすれ

ます。

はり

このあみきでは、針だし板をつかつて、’'ひきあげあみ”
いつ Lt < 

という、もようあみができます。一色であんでもよいし
けいと

2色の毛糸であんでもきれいなもようがあめます。
'ぶ:'I しゃしん I•..,Lt く なみぷと It いと

左の写真は、
Ii'I 

一色の並太毛糸をつかつて、区の針だし板
た人

で、 1段のひきあげあみをしだものです。
i l I ` 力•1,

このもようを例にしてあみ方をれんしゅうしてみましよう。

ー
め たI、¥,L-lっ だ人

ます、あみはじめの目をつくつて、 5~6段以上メリヤスあみをしだら、キャリジを、 1段
．—`が 1 だ／し 入さ

のひきあげあみのときは左がわ1こ、 2段のひきあげあみのときは右がわにあきます。
うえ し"L /, とI、 ?,,,, 

（上の写真のもようは、 1段のひきあげあみなので、左がわにあきます。）

(1段のひきあげあみのとき） (2段のひきあげあみのとき）

: t 1 1 I, r, Iが1 いち

2 針だし板をつかつて、’'あむ位置’'の針を‘'もようあみの位置’までだします。
II IJ 

どの針をだすかは，みぞ板の困、固、c、⑬の4つの位置できめます。
はI) I i I I 

（このもようでは、図の針だし板で、Aの針だしをしてください。）

-• - -------・―--――ん(Aの針だし）、,.-..-- ― 己

3
 

3
 

u
 

u
 

3
 

3
 

3
 

可） 汀

はI) ¥、た

Aの針だしのときは、みぞ板の因のしるし
”91 1i 9) 1i l） ＼ヽ ／こ？／91

の左がわの針と、針だし板の左はしのくし
は')

歯をあわせて、針をだします。
＼ ヽ ら ば IJ

かならず、‘'あむ位置”の針だけだしてくだ
し、ちば＇）

さい。(‘'やすむ位置”にある針をだしては

いけません。）
はり むなL !lうほう

B、C、Dの針だしのときも、同じ方法でだ

します。

（ちゅうい）
1が1 いたばりまえ ぢま又

針だし板で針を前1こだすとき、あみ地が前

へ出てきてしまわないように、手であさえ

ながらだしましよう。

1 2 13 



みぎ

3 キャリジを動かしてあみます。キャリジが右にあるガ、左にあるかでつぎのようになります。

（キャリジが左ガわのとき）…左ガら動かして2段あみます。・・・・・・ 1段のひきあげあみがあめます。

（キャリジガ右ガわのとき） • ••右から動かして 4段あみます。 • •… •2 段のひきあげあみがあめます。

だ人

2段あみます 一一 だ人

4段あみます
4‘I: •9 

女 キャリジを左がわにあきます。
"'' たIし

1 Aの針だしをして2段あみます。

女 1をくりかえします。

翫ょうにして、蓋＋だし蔽で羞伝航へ出．してから、キャリジであむのをくりかえして、

もようをあんでいきます。 (2と3のせつめいをくりかえします。）
はり

恥さし磁のしゅるいをかえだり、針だしの位盲を、 Aの針だしだけでなく、 BゃCやD

の針だしをくみあわせてつかうと、もっといろいろなもようがあめます。

もようあみのいろいろ

ば か・ だ人、、"-"

＊とのもようあみをする場合も、はじめに、メリヤスあみを5~6段以上あんで、

おもりをさげてからあみはじめてください。
L t（ けいと けいと とこ

*2色の毛糸をつかつてあむときの毛糸のこうかんのしかだは、ます、っまであ
け 、、と 、ヽと くら

んでいだ毛糸をキャリジの糸□ガらはずして糸はしを10cmほどのこして切り、

そのまま栄1こだらしておきます。系まきの分の系は、テンションの紬の丹だけ
h1ふ けいと

はずして、そのまま1こしておきます。つぎに新しくガえる毛糸を、テンション
ほぅ いと ぐち

のあいている方にとおしてガら、キャリジの糸口1ことあして、あみはじめます。
9こ人．

1段あみましだら、糸をこうかんしだときの2本の糸はしを、ゆるまないよう

にガる＜むすんでおきます。

二

.~ 

亡
-9 1 .,  t ・ 

⑯の針だし板を

つガいます。

へさ

女 キャリジをもがわにおきます。
9が1 1汰

1 Aの針だしをして4段あみます。

* 1をくりかえします。

iと'J S 9 f • 

図の針だし板を

つガいます。

: ；’’ ¥、々

図 の針だし板を

つガいます。
みざ

＊ キャリジを右がわにおきます。
は J I汰

1 Aの針だしをして4段あみます。
切：：人

2 Bの針だしをして4段あみます。 1~3をくり

3 Cの和牛だしをして4段ぁみます。］かえします。

二
は1) しヽ I

図の針だし板を

つガいます。

みさ

＊ キャリジを右がわにおきます。
“'1 だ人

1 Aの針だしをして4段あみます。
tが1 tふ人

2 Cの針だしをして4段あみます。

* 1~2をくりかえします。

二＊ キャリジを右がわにあきます。
999) Ii人

1 Aの針だしをして4段あみます。

；喜塁喜靡：：：掌：：：001ご。りかえ

4 Dの針だしをして4段あみます。

は') ¥ 9 /• 

図の針だし板を

つガいます。 巳
, 2’I IヽI・

図 の針だし板を

つガいます。
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おもて うら

i i') しヽ I・

図の針だし板を

つガいます。

み ぎ

＊ キャリジを右がわ1こあきます。
9がl た人

1.プルーでAの針だしをして2段あみます。

2 ピンクでそのまま4段ぁみます。

* 1~2をくりかえします。

おもて

ご翠□

うら

は 'l い f•

図 の針だし板を

つガいます。

ガ

。
り

す

く

ま

を

し
4
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で
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こんなときには

せつのい ちい かた

.ここの説明は小さいお子さまには、むりなところもあります。おうちの方がいつしょに手だすけ

してあげてください。

うマ

キャリジガ動ガなくなつだと

うこ

＊キャリジがつかえて動かなくなつだら、あわてずこ
み•

右の函のようにしてキャリジをはすします。
み玉 ”が

合はすしだキャリジは、右から左へあんでいだときは
みき ・—`f: ．, J,.亀 • •‘If l 

右はしに、左から右へあんでいだときは左はし1こ、

いれてあきます。
ヽ

合とちゅうまであまれてしまつだ目は、はしまでほど
ヽ

きます。つぎの（あみ目をほどきだいとき）をみてく

ださい。

C ぁみ自をほどきだいとき ） 

はずしツマミのどちらかひとつを

あさえながら、キャリジ．

のうしろをすこし

持ちあげます

史又

そのままキャリジを前
ばう

の方にすらすと

，，，は 1l

合もし針ガら目tfはすれていだら、目を針にガけてガらほときます。 （
つぎのベージの（あみ自tfはすれだとき）を
みてください。 ） 

し・と よこ

あみあわりの糸を横につよくひつばります。
ヽ

目になっている糸がつれてまつすく1こなりましたね。

n カ・ナ おお

＊目の数が多いときは、いちとにできませんので

なんかいかにわけてほどきます。
ば＇’¥，ち

＊ほどきあわつだら針をあむ位置“1こそろえます。
上 は'’9,999か人

月1Jへでてしまつだ針は、中間の0のしるしの位

置にそろえます。
‘＇と

＊糸のだるみをとってからあみはじめましょう。

16 

し・と う又 ，' 

まっすぐになつだ糸をななめ上に持ちあげる
,,と

ようにすると糸がほどけます。

,.,, 
,,＇あむ位置 ’'より
上
即こでてしまつ

: i 9 1 し• t, 

だ針はこの位置

だるみを

とります。

ヽC ぁみ目がitガらはすれだとき ） 
ヽ Iが1

あみ目が針からはすれてしまつだときは

¥'タッピ・うつし”をつかつてなあします。

ガる＜えんびつを1こぎる
t 

ようなかんじで持ちます。

さミ

そのままうつしの先をフ
なか し• ll人

ックの中に入れて、2本
99り さき

指の先でバットを
ぃ.1:1がJ

の糸を針にのせます。 もどします

＊合 うまくあめないときにちゅういすること合女

女キャリジを動ガすのガおもいとき、まだは動ガないとき。

けいと けいと

① 毛糸がふとすぎませんか。 6ベージの‘‘このあみきでつかえる毛糸のしゅるい”のところをみて

ください。
けいと いと ぐちいとただ

＠ 毛糸がどこかにからまっていませんか。糸まき→テンション→キャリジの糸□まで、糸が正しく

とおつているかだしかめてください。 (10ベージをみてください。）

R 糸まきに糸がきちんとまかれていますガ。まき方がきつすぎだり、ゆるすぎだり、かだよつだり

しているとうまくあめません。
けいと

④ 毛糸のむすびめがどこかにひつかかつていませんガ。ひつかかつていだらほどいてむすびなおし

てください。

＠ キャリジがガチンときゅうに止まってしまつだときは、針のバットが‘＼あむ位置“や‘‘もようあ

みの位置”からすれていて、キャリジにぶつかつだときがほとんどです。
は1J たた

針を正しい位置にもどしてからあんでください。
のはll

＊あみ目が針ガらおちる（はすれる）とき。

① あもりをあみ地の両はしに正しくかけていますか。

＠ キャリジをはしの方まで動かしすぎていませんか。はしの目があちだり、糸がだるんだりするの

は、テンションに正しく糸がとおつていないか、キャリジの動かしすぎです。

1ヽの

＊あみきがよごれだときは、かわいだ布でふいてください。シンナー、アルコール、ベンジン、

ガソリンなどはぜつだいにつかわないでください。

1 7 



ず 9だ’’ ばあい みぎ め お な ほ う ほ う

~,元生はしの目をへらす場合ですが、右はしのへらし目も同じ方法でします。）

1が1 年

へらす針をうつしで、月1j

ヘひきだします。

llうば う I＇う 1:ぅ

叫目をふやす方法差はしの自をふやすときも詢ガ渓でします。 0目をべつの糸1ことつてはすす方法

II" 

ふやす針

ll'I 

ふやす針を‘‘やすむ

位置”から‘あむ磁

曾I/ヘだします。
たI,

そのまま1段あむと
1が）“：・＇，，

この針に新しい目が

できます。

It し・とば’’ し，9，

毛糸針に色のちがう
It.,と

毛糸をとおして、あ
》ヽ

み目にとあします。
はり

（このとき針をすこ

塩へだすと、とあ

しよくなります。）
いと す

とあしだ糸を函のよ
‘’ うにむすび、あみ目

I : 9 1 

を針からはずします。

あな

0ポタン穴

tl., 

そのままおくの方へあしこむ
》ヽ

と、目がうつし1こうつります。

あな かt・

ひもとおし穴のあけ方

t -

つすときうつしを前へ

いち は'1

あなの位置の針をうつ

しでひつばりだします。

さくひん ほうほう

作品をつくるだめの方法

》ヽ

うつしの目をおとさないよう
I i 9 1 

にして、となりの針にうつし

のさきをかけます。

ぉ： n おと

いちばん奥まであしこむとうつしの目を落さないよ
）ヽ

うつしに目がうつります。うにとなりへうつします

‘‘ 目をうつします。

0とじあわせガだ

，，， 

おもて目のとじガだ
，， よこ いと

1目うちがわの横にわだつだ糸を、

じゅんばんにすくってとじます。

だ

90 

V

ー

ゎ

と

よ

ま

ざ
Z
ー(』

M
K
一
せ
ど
っ

あ

ろ

い

じ

じ

こ

に

な

と

と
と
＿
つ
か
て

よ

ら

め

の

ひ

し

l

ず
函
が
き

の

ろ

ひ

冦上

こ

に

、
と
う

は

だ

と

心糸

せ

き

じ

わ

て

と

あ

に

ヽ
うら目のとじガだ

め おな

あもて目と同じく、ほんとうはもっと，ひき

しめてとじます。

はI) かず ぐうすう

0コムあみのあみガだ(1目コムあみ）…………（針の数を偶数1こしてください。）

キャリジは左tJわにおきます。
! i [） ：Y:'’ 

ゴムあみにする針を、まず、左から2缶‘'あむ位

盲へだし、それから 1呆あきに＇＇ぁむ位盲へだ

｀` ▽＼＿----＿ーーや：i＠ キャリジに桑をとあして 1段ぁみます。

つぎ1こ邑のちがう圭系をあむはばの2告＜らいの
なか き [t ＼ヽとは＇）

長さに切り、毛糸針にとおします。

、V\V\‘‘\＼\•,

。

c 

いろ ，tいと

色のちがう毛糸
の おな

ふつうに‘‘あみはじめの目’'をつくつだときと同
かた け、ヽと 9が1 9t,1 9t'1 ヽ•と

じゃり方で毛糸針を針と針のあいだにわだつだ糸
っ

⑤ 

c

O

 

I：人すう

ゴムあみをする段数1ぶんだけあみます。
＼ヽろ いと，1： 9 

あみはじめにとあしだ色のちがう糸の両はしをも

真左から3ばんめの目を針からはすして下までほど

きます。

図
c
 

ほとくとき
ひと

は人さしゅ

びでつつつ

いてほどき

ます。

C= 

ほどいだところをタッピをつかつてゴムあみにします。

ここにますタッピ

如 9 て ●ヽ I
をいれます。

左手でひつばりながら

タッピをつかいます。
おな う二

同じようにして、一ばん上まで
"1 lが9

くりかえして、さいごの目は針

にかけます。
ヽ かl

つぎに 1目あいだとなりの針の
め 、)

目をはずして、あもて目になあ

します。つぎつぎにくりかえし
みき はI, 、

て、右から2本めまでおもて自

にします。 --- --
いろ いと

ぜ如ぷがあわつだら、あみはじめにつかつだ色のちがう糸をひきぬきます。

Ill.. I以 よこ

3本とばして4本めの横
,.と

にわだつだ糸にタッピを

ひつガけてひつばりだし

ます。

ば’' しヽ ち はI)

あんでいる針のあいだの‘'やすむ位置“の針を’'あ
いち

む位置“へだします。

sJ・

タッピを深くさしこんで
うえ いと さき

からその上の糸に先をか

けます。

18 19 



さくひI¥.

だのしい作品のつくりガだ
さいりょう

ニッド字誓ソフと
マフラ＝

9』

（ニットキャッブのつくりガだ）

/― 

0下の図のようなものを3まいあみます。

なみぷ と It いとしろ やく や く

ニットキャップ並太毛糸 白～約20g、ピンク～約10g

ビーズ、ポタンなとのかざりもの

マフラー
なみぶと It‘ ＇と しろやく ゃく

並太毛糸白～約30g ピンク～約20g 
かみ

あつ紙 だて6cm、よこ 5cm

0とちゅうで毛糸の色をガえてあむときには・・・・ ・・
さ：＇.>／し rt いと い'，

作品によって毛糸の色をガ―
かた

スてあむところがあります。そのときは、あ

み方の図をみて、書いてある段薮だけあんだら、
¥, £ キャリジをはしでとめ

ます。今まであんでいだ系をはしから10cmくらいのこして切り、のこり
し9とぐち

の糸を、糸□とテ‘`
h:;•• 

‘＇と ：t， 
ノンヨンからはずします。つぎに新しい糸をテンショ

ンと糸□1ことおし
たI，

てつぎの段をあみます。

ー

,--ーーあみあわり（まきとめ）
‘’ 

49
だ
ん

ニットキャップ

（メリヤスあみ）

(3まい）

し9と

ここで糸をかえます。
しろ いと

（白い糸をはずしてき
いと

り、ピンクの糸をと

あします。）

し，'

34だんあむ（白）

``-—＇一―-あみはじめ
26自

し

3まいとじあわせます。
2
 

し・と

あみはじめの糸はしをひつばつて

し1まります。

活のところはおもて自のとじ分

｀ 
,, ・ ．• ＿ 

ー`ビンクのところはうら目のとじ方

9、と

しほつだ糸はしは、うらに

だしてしば

ります。

3
 ピーズやポタンや

--ブ
—一／、 あかしのあまけなども

つけてかざりましょう。

ピンクのところをくるくるとまく。

（マフラーのつくりガだ）

した

0下の図のようなものを1まいあみます 1 
あみあわり（とりめ）

12だんあむ（ピンク）

12だんあむ（白）

12だんあむ（ピンク）

152 Iマフラー

尻

12だんあむ（ピンク）

12だんあむ（白）

12だんあむ（ピンク）

論コーあみはじめ

2
 

なが llう

長い方をとじ

あわせて、わ

にします。

カ・．．

＂ポンポンのつくり方

｀ 
あつ紙に130回くらいピン

けい と

クの毛糸をまきつけます。

ポンポンを

ます。:

;‘‘'・・手でころころ

ように

） 羨，iます。

まん中をむすんで

わになつだところをきります。

亭ジェッい

ポタン
＼》レ

ラメ糸

さいりょう

なみぷと It ぃ}

並太毛糸 ピンク～的 30g 

クログランテープピンク～約 1m 

ピンク
やく

～約 60cm
t，い Itし9

（直経1.5cm) 8コ
ゴールド～すこし

0下の図のようなものを2まいあみます。 1 
----＿一あみおわり（まきどめ）

8だんあむ
0 0 0 0 0 kミ ，， あな

3目おきに穴あきにする

77だ
ん

ポシェット

（メリヤスあみ）

(2まい）

0 0 0 0 0 

61だんあむ

20ー自

＾ あな3目おきに穴あきにする

8だんあむ
、ヽ

ヽJ

一ー刃あみはじめ

あな かた

穴のあけ方(18ベージをみてください。）

＼ ヽ

め あな

目をうつしだところが穴になります。

r, 2 
①2まいのあみ地を2つならべてとじあわせます。

とじあわせる

とじあ

わせる

I 

0000010 0009 

I 
I 

亡とじあ ： 
I 

わせる：
I 

②とじあわせだ

ものを、2つに

ぁって、りょう

わきをとじあ

わせます。

LI；ず

① ポタンを下の函のようにつけます

し＇と

ふちをラメ糸でステッチします。 4
 

:1•1 

＠そこを針でぬつて

ちぢめます。

3
梢
⑰

A
 

5 
＇ヽグログランリポン

なか ：t・・, 

の長い方をつけま

す。

ー・—
ぬいつけます。

戸
グログラン

リポンのみ

じかい月を

とあします。
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0下の函のようなものを1まいあみます。 1 
--` あみあわり（まきどめ）

3だんあむ（きみどり）

33だ
ん

ワ言＝〗し言グッ圧
さいりょう
なみぷ と 't¥,t 

並太毛糸
ソ9’

ピンワ～約 45g
やく

きみとり～約 10g 
かみ

あつ紙だて5cmよこ5cm
L,, 

フエルト白だて15cmよこ10cm
ちゃいろすこし

あか

ボタン 赤～2コ
s，レ t,へ'

ししゅう糸茶いろ、ベージュ

葎 20cm

心 Jヽ ,,／こ えー は'’
R％の針だし板でAの針だ

しで2だんにあむ（ピンワ）

①4だんあむ（きみどり）

、........」
｀あみはじめ

——•--- ---
あみあわり（まきどめ） 1 

23だん
ず

0左の図のようなものを

それぞれ1まいすつ

3まいあみます。
し，r,

22だんごとに色を

ガえてあみます。

‘｀ー—-あみはじめ

？ッジ彎ン
:、

さいりょう
なみぷと け い と やく

並太毛糸ピンワ～約 45g, 
ゃ：

プルー～約 25g,
がみ

あつ紙 だて7cm よこ5cm

バンヤ 1ふくろ

ゃ：

きみとり～約 45g 
ゃ：

きいろ～約 25g

亨ジェッ[
さいりょう

なみぷと It いと

並太毛糸

ポタン

あか やく

赤～約 30g 

プルー～すこし
t, lつけい

直経 1.2cm 1コ

ゲ向湿のようなものをそれぞれ1まいすつあみます。

①~Rをくり力‘えす(40だん）
l : 1 99 ¥，た

・Rj位）針だし板でAの
: l'’ 
針だしで2だんあむ

（プルー）

ムか

//—①8だんあむ（赤）
なか 、、 小

まん中の目を1目ボタンホー）レ
ふ9』'

4だんあむ（赤）
‘‘̀ ‘̀  

ー一てあみはじめ

プルー

パ
パンヤを入れて

からとじます。 I 勺 9：位＿
100回まいてポンポンを

きいろ つくってつけます。

さけでもをあんでつけます

-で7竺四1)61まん

..tの6本の糸を3つにわけて

八
、みつあみします。

①@R  州｝ ます。

3
だ
ん

＃
化

あみあわり（まきどめ）, 1 
（プルー）

一｀ あか

‘3だんあむ（赤）

‘ 
‘ •あみはじめ

①りょうわきをとじあわせます。 2 

とじ
あわせる

零り：戸
ポタンをつける

はな

R花をポタンホール

のまわりにつけて

ガがります。

むこうがわの
ぅ9,

内がわにポ

タンをつけます。

さくひ人

0表紙や2~4ページのしゃしんの作品のうち、作り方のせつめいのないものがありますが、いままでれ
さくひ人

んしゅうしてきだことをもとにいろいろくふうして、あなだだけのすてきな作品をつくつてみましょう。
さくひ人

01商品をつくるとき、とじあわせだり、ぬつだりするまえに、スチームアイロンであみ地にスチームをガ
うち ひと て

けると目がそろつてきれいにしあがります。（アイロンをつかうときは、あぶないですからお家の人に手

つだってもらってください。）

22 23 


